




















































  今回の選挙で国民党を勝利へ導くための重要なキーワードとなったのが、「新台湾人」で 
あった。「新台湾人」は、「省籍問題」の克復を「演出」するための象徴的な言葉として、有
権者に広く受け入れられ、支持を得ることになった。 
  その一方で、民進党が「省籍矛盾」を与党国民党にたいする対抗軸としてきたことも、19 
80年代の戒厳令解除前後まで続いた、外省人中心の国民党一党独裁と政治的抑圧の歴史への反
発から生まれたことを考慮に入れれば、ごく当然のことであったと言ってよい。 














  1998年12月の「三合一」選挙が行われる直前の10月中旬に、中台会談が中国において開催 
され、汪道涵（海峡両岸関係協会会長）と辜振甫（海峡交流基金会理事長）が、シンガポール
会談以来、およそ５年半ぶりの会談を行った。 

















































  なお、李登輝出馬は憲法上可能ではあるが、李登輝自身は否定している。 



































  今後、台湾のＴＭＤ導入問題をめぐり両岸関係が悪化する可能性もある。 
 
(2) 「台湾独立」と民意 





















  民進党の独立色が以前と比べて後退しているひとつの理由として、民進党内で最も急進的 
な独立推進グループが、1996年10月、民進党から離脱して建国党を結成したことが挙げられる。 












  いずれにせよ、民進党は、総統選挙に向けて、「独立を目指す党」から「政権を目指す党 
」へとシフトしつつある。それに向けて、民進党が「独立綱領」をどうするかが今後の焦点の
ひとつである。 















  また一方で、前述のように、民進党の穏健派と李登輝政権の政治的スタンスは似ている部 
分も多く、場合によっては両者の合流というシナリオも描けるため、依然として、中国が国民
党にたいしても警戒している部分があることは否めない。とりわけ、台湾当局が進める「弾性











  陳水扁（民進党）      趙少康（新党）       黄大洲（国民党） 
    615,090票（43.67％）    424,905票（30.17％）    364,618票（25.89％）  
 
 1998年12月台北市長選挙 
  馬英九（国民党）      陳水扁（民進党）      王建贄（新党） 
    766,377票（51.13％）    688,072票（45.91％）    44,452票（2.96％） 
 
 得票率増減 
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